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学史・思想史をめざしたわけではないが、 「国語・国文を基礎として日本国民の性質を研究する」 （渡独前の『国学史概要』 ）という意図をもっていた。彼は 学を西洋の文学研究に照らして「科学的たらしめようと考えていた。渡独前から関心を寄せていたベークの文献学、ドイツ文献学 諸潮流、歴史学派の精神科学、精神史の概念を学ん 帰国する。帰 後、多くのベークはじめドイツ文献学に言及した文章を残している。芳賀によれば、国学 多くの欠点をもつが、十分ドイツ 献学に擬せれるものである。彼は、ベークの「認識さ ものの認識」という概念に導かれて、国文学研究を、文献学としての国 を彫琢することで、近代学問たらしめようとしたのであった。
日本思想史研究という領域の確立に寄与した村岡典嗣は、国学をドイツ文献学に擬すという観点


















































































































































































































































































































































































的解釈学的思想史像への批判があることは十分承知している。しかし同時に、こうした思想史像をまずはいったん手にしたことは、人文科学に って、 「僥倖」であったと私は見ている。ともかくも批判するに値する、思想史的自己像を近代日本は一旦作った、といえ からである。村岡に典型的にうかがえる体系性と歴史 考察との隘路は、今もなお問題であろう。同時に村岡の、隘路の鋭 自覚（哲学よりはまずは文献学的歴史的研究の確立を……）は、ベークを学んだことで一層極まったのではないか、そしてそのこ とキリスト教に接したこととは、何ごとかの連関があるのではないか、とベークの訳書を手にしたことをきっかけに、あらためて考えてみたいこととなった。
